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Ⅰ　緒 言

音響性難聽者 の騷音裡を離れた静かな場所

に於け る聽力検 査による成績は報告 されてい

るが,騷 音裡 に於 ける聽力検 査は尚 単に推論

に畄まつている.私 は造船所騷音職場の難聽

者 の中に,作 業間互に会話音に よ り意志 を疎

通 し合つている点,騷 音内に於 て健常者 の会

話 が難聽者に了解出来 る点 に関心を持 ち,従

来斯様 な現象 は読 唇や簡単な身振 りによつて

判断 され るものと説明 してい るが,決 してそ

れのみでない事実 を知 り,所 謂錯聽 の問題 を

実験的に観察す ること 併ゝ せて,騷 音職場従

業員の無響 室 と騷 昔 現 場 との聽力検 査を行

い,其 比較観察 よ り些か興味 ある結果 を得た

ので其 の概要 を述 べたいと思 う.

Ⅱ　検査對象並に檢査方法

検 査対象は第1編 の観 察 の際 即 ち昭和25

年4月7日 か ら6月29日 迄 に無響 室 並に病

院廊下に於 てオ ーヂオ メーター気導検査及び

会話音聽取力検査 を実 施 した製鑵工,填 隙工,

鑽孔工137名 中,動 務支障者 を除 く106名 を,

騷音現 場製鑵工 場詰所(騷 音強度95db)に オ

ーヂオ メーターを据 えて,同 年9月2日 か ら

10日 間午後 の作業終 了前に会 話 音検 査 と共

に測定 した.(此 検査は工場衛生管理者守安,

三浪両氏の援助に負 う)

尚検査時期が無響室 と騷音現場 とで5.ケ 月

余 の隔 りがあるが,全 例既経験者故其影響は

問題にならない と考え る.

検 査に際 しては上 述 の3職 種は 職別にせ

ず,勤 務年数 別に して観察す.オ ーヂオ メー

ク ー検 査 は1年 未 満3名,1～2年16名,

3～4年12名,5～9年19名,10年 以上56計

106名 であるが,会 話音検 査は病院廊下で実

施 の際 不 備 の点か ら本 編 に選ん だ106名 中,

67名 しか測定 していないため,従 つて1年 未

満1名,1～2年11名,3～4年9名,5～9年

14名,10年 以上32名 である.

検 査方法 として次の順序で観察す.

a)　 病院診察室 と騷音現場に於 ける会話音

に対 す る聽力及び耳鳴の自覚的調査

b)　 病院廊下 と騷音現場 に於 ける会話音了

解度検査

c)　 病院無響室 と騷音現場 に於 け るオ ーヂ

オ メーター気導検 査

Ⅲ　檢 査 成 績

a)　 自覚 的難聽は会話音に対 し,明 瞭に判

る.稍 々了解 しに くい等の場合は良好 とし,

半分は了解出来 ない.声 は 聽 え るが 了解 不

能,全 然聽 えぬ等 の場 合は不良 と判定 した.

其成績は第 Ⅰ表に示す如 く,却 つ て騷音現場
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で判 りやすい と答 えるもの,又 静かな場所,

喧しい場所に限 らず不変の ものが少数例認め

られ るが,騷 音裡 に良好 と云 うものは殆 ど填

隙工,鑽 孔工の平素船 〓上に作業す るものに

限 られてい ることは興 味が持 たれ る.

(第1表)　 (数字は人数を示す)

耳鳴に就 ては少数例であるが,オ ーヂオ メ

ーターを使用 して其 数量的測定を した.即 ち

両側耳鳴の場 合は強い方を測定 の対 象とし,

弱い耳鳴の方 にオーヂオ メーター(純 音)を

当てゝ遮蔽 伶用を使い,オ ーヂオ メーターの

音の強さを,高 音 周波数 よ り漸減 して,耳 鳴

音の消失す る限界のdbを 値 として推 定 した.

一側耳鳴の場 合は他側 にオーヂオ メーターを

当て ゝ測定 した.然 し難聽高度の場 合は十分

な遮蔽を行 う強 さの音が得 られないため測定

は出来ない.以 上 の検 査に よると耳鳴は中調

性,80～90db,の ものが大半で低調性,50～

60db,が 其 他に認 め られ る.

耳鳴の自覚数は第1表 に示 してあるが,耳

鳴のあるものが難聽のためそれ程には感 じな

いと思われ る例 も察せ られ,聽 力 と耳鳴 との

関係は更に今後検討すべ き問題 と考 える.

b)　検査要 領 嫡前 編 と同様 である.但 し其

検査人員が67名 の少数 のため,両 検 査場の比

較は大体 の傾 向 が 窺 え る程 度 と考 えられ る

が,茲 では簡 単に述 べて,後 日更 に追加 観察

したいと思 う.第2表 に示す如 く勤務年数1

年未満は1名 で あるが,騷 音現場の方遙かに

聽取不良,1～2年11名,3～4年9名 も全例

同様であ り,5～9年14名 中殆 ど不変の もの

6名,却 つ て騷音裡 の方良好 のもの4名,他

は不良.10年 以上32名 中騷音裡の方良好の

もの11名,不 変12名,不 良9名 を認 め た.

(第2表)　 (平均値)

c)　 無響室 と騒音職場 とに於け るオーヂオ

メーター検 査の成績は第3表 に,第1図 に図

示す.個 々に於 ては例外 も認 められ るが,大

体第3表 並 に第1図 の形を取 る.1年 未満,

1～2年,3～4年 に於ては全例無響室 よ り騷音

裡 の聽力低下 を認め るが,5～9年 並に10年

以上勤務の もの ゝ中,填 隙工,鑽 孔工の大多

数,製 罐工 の少数に於 ては無響 室よ り却つて

騷音裡 の聽力良好 の成績が認め られる.

以上 の成績 を更 に比 較に便 なる様 に第4表

に繰返 えすが,両 者 の総括的聽力状態 の差異

が稚 々明自にな ると思 う.

最後 に各年数別に両検査場 の聽力の平均値

よ り各音域 の変動状態を第5表 に示すが,勤

務年数1年 未満3名 は無響 室よ り騷音現場 の

方が全音域 に低下.1～2年16名 は低音域 に

9名 低下,7名 不変中音域に8名 低下,2名
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(第3表)　 1年 未 満

(第1図)　 1年 未満 1～2年

1年 未 満 1～2年

1～2年
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3～4年

上昇,6名 不 変 高 音 域 に4名 不変,他 は低

下.3～4年12名 は低音域5名 低下,7名 不

変,中 音域2名 上昇,4名 不変,6名 低下,

高音域6名 低下,1名 上昇,5名 不変.5～9

年19名 な全 音 域 に上昇,不 変が多 く認 めら

れ,更 に10年 以上56名 は全音域に上昇 もよ
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り多 く見 られ るが,不 変は60%近 く数 える.

即 ち無響室,騷 音現場 の聽力の差異 が認め ら

れぬ ものが60%に 近 く,上 昇 は 特に中音域

に27%を 示す.

3～4年

5～9年

10年 以 上

5～9年

Ⅳ　總括並に考按

或種の騷音下 に於 ては難聽 耳の方 が健常耳

よ りも却つて聽取力が良好で あるとい う所謂

ウイル ス氏錯聽 ともい うべき現象を実験的に
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10年 以 上

(現は騷音現場,無 は無響室)

(第4表)　 (平 均 値)

(無 は無響室,現 は騷音現場)

観察することを兼ねて,騷 音難聽者の騷音裡

と無響室との聽力 を比 較観察 したのである

が,更 に昭和27年3月 日本紡績常 盤工 場の

騷昔職場前紡 室(騷 音80～90db程 度)女 子
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従業員の耳鼻咽喉科検査に際し,室 内(職場)

の方が室外より却つて話が良 く判るものを若

干認め,重 工業騷音難聽に限らず,軽 工業騷

音難聽にも該現象の存在する事実を知 り興味

深 く思 う.

(第5表)

(5dbの 差は不変 とす)

現在迄騷音下聽力検査の報告 は野田氏(昭

16),森 鼻氏(昭18),島 田氏(昭19),堀 ロ

教授(昭25),河 田教授(昭26)に 見 られ,

野 田氏は重工業騷音難聽調査に於 て,難 聽者

には普 通人よ り容易に会話可能に して所謂 ウ

イル ス氏錯聽を伴 うものを認めて居 り,島 田

氏 は都市騷音を利用 し,該 騷音下の聽力 と無

響室 内聽力を比較 し,一 般 に難聽耳(難 聽 の

種類 を問わず)は 騷音の影響 は健耳に比 して

少ないばか りでな く,却 つて騷音下 で聽力良

好 な場合 あ り,殊 に耳鳴ある場 合にか ゝる現

象 を呈す ること多 し.尚 耳鳴あ る場合に音叉

音聽取検査 に於 て,其 耳 鳴の高 さに よ り騷音

の影響各音叉では区 々な事実 あ り,此 際耳 鳴

の高 さと騷音に影響 されに くい 音叉の高 さは

一致す る場合 あつて,聽 力起伏図は無響室 内

外 で型を異 にす ることあ りと発表 し,堀 ロ教

授 は難聽耳(中 耳系,内 耳系)の 騷音 に対 す

る聽力をオーヂオ メークーで観察 し,騷 音裡

の聽力が却つ て良好で,聽 力は其騷音職場 と

同 じ大 きさの騷音 を与 えた時に却つて良 くな

る症例 を実証 され,元 来 ウイルス氏錯聽は伝

音系難聽にのみ見 られ ると云 うが,内 耳性難

聽に も該現象 が認め られ ると報告 し,更 に次

の諸間題が今後研究 されねばな らぬ と結 んで

い る.即 ち

1)　 伝音系難聽 と感音系難聽殊 に神経性難

聽 との差異

2)　 会話音等に対す る語音明瞭度や了解度

の問題

3)　 ウイル ス氏錯聽 の数量的関係

4)　 目的音 の周波数 と騷音 の影響

河田教授は高音聽取音域 の低下 した音聽性

難聽では原則的には耳硬化症 の如 き伝音系難

聽 に見 られ る様な錯聽現象 は起 らぬが,然 し

高調音響 によ り内耳変性を呈 し,高 音域 の聽

覚低下 した ものが中等度騷音環境 にある時は

相対的に一種 の錯聽現象を呈す ることは考え

得 ると述 べて居 られ る.

扨 て私の無響室,騷 音現場 に於 け る話声音

並 にオ ーヂオ メー クー両検 査の比較観察 より

総括 して,話 声音検査に於ては病院廊下(20

db内 外)よ り現場製 鑵 工 場詰所(95db)の

方聽取良好なるもの及 び聽取不変の ものを認

め,オ ーヂオ メークー検査 の聽像に於 て全音

域特に高音域に高度 の障碍 を呈す る填隙工,

鑽孔工(実 際の作業騷音は120db以 上 の船〓

上 に勤務す る職種である)の 中に中 音域,高

音域の不変,上 昇す るものを認 めた.製 鑵工

に於ても勤務年数長 く,障 碍高度の者に該聽

像 を示す もの少数が見 られた.

以上 よ り考察 して,該 現象を呈す るよ うな

騷音は内耳障碍 を惹起す るような音響 よ りも

比較的弱い騷音強度の音場 であ り,そ こに騷

音 と耳鳴 とが同時に作 用す る二つの音源の間

の隠蔽作用が働 くとい うことが大 き く関係を

持つ ものと言 えよう.勿 論同一騷音職場で作

業す る難聽者 の凡 ての耳が該現象を呈す るも

のではな く,環 境騷音の音質の高低,強 度の

大小のみな らず,各 個人の耳鳴の有無,耳 鳴

の強度の大小,耳 鳴の音質 の高低,其 他振動

に よる疲労 とか,音 響に対す る知覚の優劣等

錯錝 す る内因的,外 因的のあ らゆ る要素 によ

つて齎 らされ るもの と言 うべ く,私 の観察は

単に測定成績を述 べたに過ぎない推定 的な も
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ので あつて,今 後更にか ゝる現象 に関 しては

音響心理学的,聽 覚生理学的 に研究 の進め ら

れることを期待 す るものであ る.

Ⅴ　結 語

騷昔職場既経験者の聽力を会話昔検査 どオ

ーヂオメークー検査により無響室,騷 音現場

に於て測定 し,併 せて所謂錯聽現象を観察 し

て次の如 き結語 を得 た.即 ち

高音域 に於て特に聽力障碍を呈 し且耳鳴を

有つ難聽者 には静かな場所 よ り却 つて喧騷裡

の方が聽力良好 とい う錯聽的現象 を示す もの

あ ることを認めた.

稿 を終るに臨み御懇篤なる御指導御校閲を賜わり

たる恩師高原教授 に対 し衷心より感謝の意を表す

る.
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